















































































































































































































































































































































































































































































































































































に対して単に死ん しまった 蝶螺 ではないと見られるとき、すなわち「蝶蝦の身に自分がな て其心持を感じた」とき、
死ん





















































































と自分だけになったやうな心持がし 蝶鋭 身に自分がなって其心持を感じた」「自分」が獲得した っとも大きな成果では いだろうか。
宗教において
、「死」というものは、
人間が宗教に近づく、
或
いは宗教
に入る直要な契機として常にクローズアップされている。
r城の崎にて』の主人公であるr自分」が一種宗教的感情を獲得
すること
ができたのは、「死」というものと繋がっ
ていると考え
られ
る。「自分」の＾死の瀬戸際体験〉
は、
臨死体験といったほ
どのものではな
いが、「自分」にとってはーつの皿要な決定的瞬
間であった。無論三つの小動物の生と死の諸相
は、
軽んじてはい
けない要素だが、「自分」 生死へ 自覚に必然性は
ない。
『臨の
犯罪」や『クローディアスの日記」などにおいて、
どう
し
てもそ
うい、つ宗教
的感情を隙し出すことができなかった理由は即ちここ
にある。それらの作品における死の心象風景についての描写は、あくまでも人間
の深屈心理によったものであり、
すべ
てフィク
ションである。
『城 崎にて』の場合、
単に三つの小動物の生と
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